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11%

レンタカー
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9
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44
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６．函館圏の観光交通の課題

６－１ 自動車観光が集中する地区で混雑が発生

図 観光目的のレンタカー流動実態（令和元年（2019年）補完調査結果）

単位：ﾄﾘｯﾌﾟ /日
5トリップ以上を表示
（ ）内は外国人

資料：観光地・交通拠点での交通実態調査（R1）

図 観光目的の利用交通手段（令和元年（2019年）補完調査結果）
資料：観光地・交通拠点での交通実態調査（R1）

観光目的の利用交通手段のうちレンタカーを利用するのは日本人で10％、外国人で15％
となっています。
観光目的の訪日外国人とそのレンタカー利用の国別内訳を見ると、中国、台湾、香港、
シンガポールのアジア地域が多い傾向にあります。
また、観光シーズンは混雑等が発生する地域も存在しています。

【主要観光地 駐車場管理者】
・ＧＷは隣接する五稜郭公園の桜の見頃と重なるため，日
中から満車状態と入庫待ちの車が車列を形成します。
・市外からの一般車両・レンタカーでの旅行者の増加によ
り駐車場を探す車両が多く発生しています。
【レンタカー事業者】

・観光シーズンは産業道路が渋滞し、目的地へのアクセス
が悪い。

ＧＷにおいて主要観光地
で混雑が発生

鉄道
89
73%

バス
12
10%

レンタカー
18
15%

その他
2
2%

日本人※

（1,313人）

外国人※

（121人）

※日本人の調査は、主要観光地・交通拠点17箇所で実施（調査個所はP.45の表に示す17箇所）
外国人の調査は、函館駅周辺で実施



100%

43%
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６．函館圏の観光交通の課題

６－２ 新型コロナウイルス感染拡大による影響

資料：混雑統計® ZENRIN

図 Cゾーン別休日トリップ数の減少率※

約
60％
減少

図 函館圏全体休日トリップ数の減少率※

凡例
R1.8（コロナ前）と比較した
R2.8（コロナ禍）による
休日トリップ数の減少率

８０％以上減少

５０％～８０％の減少

～５０％の減少

資料：混雑統計® ZENRIN※減少率：令和元年（2019年）8月（コロナ前）／令和2年（2020年）8月（コロナ禍）×100

※減少率：令和元年（2019年）8月（コロナ前）／令和2年（2020年）8月（コロナ禍）×100

函館圏外居住者の休日トリップ数を令和元年（2019年）8月（新型コロナウイルス感染拡大
前）と令和2年（2020年）8月で比較すると、函館圏全体で約6割程度減少しています。
地域別では、各市町の郊外部を中心に減少率は高く、市街地部においても50％以上減少してい
るエリアがほとんどを占めています。
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参考：新型コロナウイルスの影響についての考え方

６．函館圏の観光交通の課題
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図 北海道内の新型コロナウイルス感染者数の推移

資料：NHK集計
内閣官房HP、北海道HP

№ 地域 緊急事態宣言発出期間
① 北海道 2020/2/28-2020/3/19
② 全国 2020/4/16-2020/5/14
③ 北海道 2020/4/16-2020/5/25
④ 北海道 2021/5/16-2021/6/20
⑤ 北海道 2021/8/27-2021/9/30

実態調査実施
（PT調査）

ヒアリング調査
実施（10箇所）

観光地での
アンケート調査
（Ｒ４ 予定）

① ②③ ④ ⑤

パーソントリップ調査は新型コロナウイルス感染拡大前の令和元年（2019年）10月～11
月に実施しています。当初、令和2年（2020年）の大型連休時に予定していた観光地でのア
ンケート調査は新型コロナウイルス感染拡大の影響により実施出来なかったため、アン
ケート調査に代わり、観光関連事業者を対象にヒアリング調査を実施しました。
今回、将来交通量推計を行う上で、新型コロナウイルスによる影響を現時点では考慮し
ていませんが、今後の状況に応じて影響の確認を行う予定をしています。
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参考：北海道新幹線の札幌延伸時の影響についての考え方

６．函館圏の観光交通の課題

図 検討ケース

〔ケース①：第三セクター鉄道運行〕
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〔ケース②：バス運行〕
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〔ケース③：第三セクター鉄道運行＋バス運行〕

新
函
館
北
斗

【第三セクター鉄道運行〕 【バスによる運行〕

五
稜
郭

五
稜
郭

大
沼

資料：北海道新幹線並行在来線対策協議会資料

北海道新幹線の札幌開業が令和12年（2030年）に計画されています。札幌開業に伴いＪ
Ｒ北海道から経営分離される函館線の函館・小樽間については、北海道新幹線並行在来線
対策協議会において、第三セクターによる鉄道運行のほか、バス運行を含めた地域交通の
確保方策の検討を行っています。
函館線のあり方については、当該マスタープランの中では検討はしませんが、ケース如
何によっては圏域内に与える交通状況や交通流動等の変化が想定されることから、今後の
北海道新幹線並行在来線対策協議会渡島ブロック等の検討状況を注視するとともに、必要
に応じて当該マスタープランの見直しを検討していきます。
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７．函館圏の避難交通・受援（用語）交通の課題

７－１ 津波浸水予測範囲及び駒ヶ岳および恵山噴火に伴う影響範囲

函館圏の各種災害時における避難所は、各段階に応じて以下の通り設定されており、避
難所までのアクセス確保が重要です。
函館市では来訪者の多い、函館駅周辺や湯川周辺は津波浸水予測範囲内となっています。
北斗市では七重浜周辺が津波浸水予測範囲内となっています。

資料：函館市防災ハザードマップWEB版

図 函館市の津波浸水予測範囲※及び指定緊急避難場所兼指定避難所

※平成24年6月に北海道が公表した「北海道太平洋沿岸における津波浸水予測図」

資料：北斗市ハザードマップ情報公開GIS

凡例

図 北斗市の指定緊急避難場所

10.0m以上

9.0m～10.0m
8.0m～9.0m
7.0m～8.0m
6.0m～7.0m
5.0m～6.0m
4.0m～5.0m
3.0m～4.0m
2.0m～3.0m
1.0m～2.0m
1.0m以下函館駅周辺

湯川周辺

七重浜周辺

■津波浸水予測範囲
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７．函館圏の避難交通・受援交通の課題

７－１ 津波浸水予測範囲及び駒ヶ岳および恵山噴火に伴う影響範囲

七飯町では一部区域が駒ヶ岳噴火による降下火砕物の危険区域に指定されています。
函館市では一部区域が恵山噴火に伴う火砕流の影響範囲に指定されています。

■駒ヶ岳および恵山噴火に伴う影響範囲

資料：七飯町防災マップ （WEB版）

図 七飯町の指定緊急避難場所・指定避難所

降下火砕物
「降下火砕物」は、火口から高く噴き上げられ、降下した火砕物のこ
とで、空中に放出された火山岩塊・軽石・火山灰などが上空の風に
流されて火山の周辺や風下側に降下し、人々の生活に大きな打撃
をあたえます。

危険区域A
直径1.5mの岩塊がまれに落下する

危険区域B
風下方向では、直径15cmの岩片がまれに飛来する

危険区域C
風下方向では、火山灰や軽石が厚さ1m以上積もる可能
性がある

危険区域D
風下方向では、火山灰や軽石が厚さ10cm以上積もる可
能性がある

地図上に示す記号の凡例

指定緊急避難場所
災害による危険が切迫した状況において、住民等の生命
の安全の確保を目的として、緊急に避難する場所

指定避難所
災害の危険性があり避難した住民等が、災害の危険性が
なくなるまで必要な期間滞在させ、または災害により家に
戻れなくなった住民等が一時的に滞在できる施設

福祉避難所
高齢者、障がい者の他、妊産婦、乳幼児、病弱者等、避難
所での生活に支障をきたすため特別な配慮の必要な人の
ための避難施設

活断層

函館平野西縁断層帯(七飯町)

函館平野西縁断層帯(北斗市)

図 恵山の噴火シナリオにおける影響範囲

資料：函館市恵山火山避難計画

ケース1（噴火警戒レベル2）
ごく小規模な水蒸気噴火に伴う
噴石の飛散等影響範囲
（X 火口、Y 火口から半径約500m）

ケース2（噴火警戒レベル5（5-1））
小規模な水蒸気噴火に伴う
噴石飛散の影響範囲
（全ての想定火口から半径約1.0km）

ケース2（噴火警戒レベル5（5-1））
小規模な水蒸気噴火に伴う
火山泥流の影響範囲

ケース3（噴火警戒レベル5（5-3））
中～大噴火期な水蒸気噴火および
マグマ噴火に伴う火砕流の影響範囲
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北斗市役所
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７．函館圏の避難交通・受援交通の課題

７－２ 津波浸水エリア内の滞在者の安全な避難

凡例
1千未満
1千以上2千未満
2千以上3千未満
3千以上4千未満
4千以上5千未満
5千以上
時間滞在人口（人）

図 津波浸水エリア内の函館圏居住者の滞在人口結果（令和元年（2019年）平日調査結果）

図 津波浸水予測範囲内地域の滞在人口（令和元年（2019年）平日調査結果）

※平成24年6月に北海道が公表した「北海道太平洋沿

岸における津波浸水予測図」津波浸水地区に含まれ
るゾーンの集計結果
Dゾーン集計値を500mメッシュ単位で表示

津波浸水エリア内ではピーク時間（午後1時台）に11万5千人が滞在し、特に函館駅・
フェリーふ頭周辺や湯川周辺には4千人以上が滞在するエリアとなっています。また、函館
駅周辺、湯川周辺は来訪者が多く分布しています。
（※避難場所については、地域防災計画等で指定されています）
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